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超小形制御用計算機HIDIC O8-L

HIDIC O8-Lは,HIDIC 80シリー

ズの新しい下位機種として,HIDICフ

ァミリと命令レパートリ及び入出力イ

ンタフェースの互換性を保ちながらLSI

化を図るとともに,RAS(Reliability,

Availability,Serviceability)機能の

大幅強化を図ったワンボードマイクロ

コンピュータシステムである(図l)｡

1.主な特長

(1)日立製高性能16ビット70ロセッサ

LSIによる超小形化,高速化(システ

ムミックス値25%アップー当社HIDIC

O8-E比)を実現している｡

(2)ミニコンピュータを凌駕するRAS

図I CPUOt〔16k語】Cメモリ付ワンボ

ードCPU(中央処理装置)〕

機能(無定義命令の検出と再実行,マ

イクロ診断機能,メモリエラーの自動

回復など)を標準装備している｡

(3)マイクロDDC(直接計算制御)から

中規模システムまで,メモリ構成によ

りシステム規模に応じた最適システム

が構成できる｡

(4)HIDICファミリとしての入出力イ

ンタフェース互換性により,上位機種

HIDIC 80/80-Eのほとんどすべての

入出力装置が接続可能である｡

(5)コンパクトなオペレーティングシ

ステムとオンライン7bログラム保守シ

ステムにより,操作性,保守性の向上

を図った｡

(6)充実したソフトウェアサポートに

よる生産性,保守性の向上を図った｡

(a)HIDIC O8-L実機プログラミング

システム

(b)上位計算機HIDIC 80/80-Eによ

るクロスアセンブル,コンパイル

(c)HITAC Mシリーズ,IBM370 シ

リーズによるデバッグを可能としたク

ロスアセンブラ,クロスコンパイラ

2.主な仕様

主な仕様を表1に示す｡

(日立製作所 機電事業本部)

表I HIDIC O8-Lの主な仕様

項 目
仕 様

CPU8】 CPUO2

ボ ー

ド 仕 様

オンボード16k喜吾 浮動小数点演算

lCメモリ,タイ 命令.タイマ横

マ機能付CPU 能付CPU

命 令 数

基 本 49 54

浮動小数点演算 4(オプション) (基本に含む｡)

ファームウェア 64(オプション) 64(オプション)

主 メモリ

最 大 容 暮 4さk語 64k言吾

蝦単位三≒
3Zk語(ECC付)

4k/柑k語(パリティ付)

命令実行時間

加算(R-M)

システムミックス

2.3J-S(lCメモl‖.

2.8ノ∠S(コアメモリ)

3.2/▲S

入出力制御

DMA るODk喜吾/s

高速り0チャネル 12k琵/s

メモリインタフェース 5ロk語/s

入出力装置数 96MAX.

割 込 3レ′くル ベクタリング

RAS機能
標 準

記憶保護,BPリマイクロ診断

無定義命令の検出と再試行.パ

リティエラー検出.イリーガル

アドレス検出.ウオッチドッグ

タイマ捜能.各種タイムアウト,

エラー割込機能はか

オプション メモリ診断機能

復 電 処 理 自動プログラムスタート,自一別PL

注:噂話説明

ECC(E｢ror Check a佃Correcり,DMA(D汀eOt MemorY Access)

【PL(lnl如r Program Load).BPU(基本演算部)

RAS(Rel･ab･llty,AvalFab■l■ty,Serv【Ceablいy)

分散形プロセス入出力装置

この装置はHIDIC 80シリーズ計算

機に接続するマイクロコンピュータ内

蔵のプロセス入出力装置で,下記のよ

うなニーズに対処できる｡

(1)システム配線工事費の大幅な低減｡

(2)′ト規模から大規模システムまで,

規模に応じて適合できる装置の拡張性｡

(3)分散プロセス入出力端末(DPIO)

のインテリジェント化による計算機側

の負荷軽ぎ成とデータ伝送能力の改善｡

1.装置の主な特長

(1)DPIOは1本のペア線上に最大8

台まで接続できる｡計算機インタフェ

ース(PCE)の追加により,接続台数

は更に追加可能である｡

(2)1台の規模はディジタルで256点

計算機 HIDIC8008

入
出
力
バ
ス

PCE

程度,アナログで最大80点である｡

(3)DPIOは,内蔵マイクロコンピュ

ータによりプロセスデータの自動スキ

ャニングを行ない,常時データを取り

込んでいる｡ニのため,アナログ入力

の単位変換,上下限チェックなどイン

テリジュント処理が可能である｡

(4)CMOS素子や回路のハイブリッド

化により低電力化を実現し,現場設置

に適した防塵形密閉筐体としている｡

(5)入出力カードの実装ユニットは,

電源内蔵の19in標準ユニットで,ユニ

ットレベルで相手装置への実装も可能

である｡

(6)入出力カードはディジタル,アナ

ログ,パルス列,割込など豊富なレパ

ートリーをもっている｡

注二DP10(分散プロセス入出力端末)
PCE(DP10用計算機インタフェース)

伝送距離二最大2km 伝送速度:250k bps 最大8台

-一亡亘≡}一一jDP10
=1

図l 代表的システム構成 プロセス

DP10 二2

プロセス

｢‾‾→ト‾
二重化用伝送線路
(オプション)

DP10 ニ8

プロセス

図2 DP10実装例

〔筐体寸法幅600×奥行300×高さ800(mm)〕

(7)プロセスとの接続は0.5～2mm2の

信号線をカードの背面コネクタに直接

接続でき,配線スペースを縮小できる｡

(8)伝送の信頼性向上のため,伝送線

路の二重化も可能である(図1の点線)｡

(9)複数のDPIOのうち,1台の電源

断による他への影響を排除している｡

(日立製作所 機電事業本部)
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日立ユニトロール∑シリーズDSC-18システム

DSC-18システムは,マイクロコン

ピュータを使用した総合計装システム

日立ユニトロール∑シリーズの中で,

8ループの直接計算制御(DDC),反

応缶一缶の制御に必要な規模のバッチ

プロセス制御,タイプライタ1台程度

のロギングなど小規模のプロセス制御

システムに最適なマイクロコンピュー

タシステムである(図1)｡

1.主な特長

(1)1台で′ト規模多機能(DDC,シー

ケンス制御,データログ)コントロー

ラとして使用できる｡

(2)プロセスの機能ごとに配置された

DSC-18システムをデータハイウエイ

苛蝕

図l 日立ユニトローール∑シリーズDSC-

t8システム

表I DSC-18システム仕様

シ ス テム 項 目 イ土 楼

D D C

制御ループ数 8ノレープ

制御演算 PID制御.ON･OFF制御.非線型P】D制御.比率制御,四則演算ほか

操作 A/Mステーショ ンによる｡

監視 CRTディスプレイ

制御ループイ果守 簡易オペレーターズコンソーノレによる｡

′ヾッチプロセス

制御

シーケンス制御 ピンボードプログラマ‾方式とプール代数式方式

入出力点数 テーィジタル入出力 各64点

タイマ機首巨 分タイマ.秒タイマ 計32点

ノヾッテンク'カウンタヰ幾能 貴大 8イ固

DDCループ数 4ループ

テ}一夕ロカ｢

入出力イ言号 アナログ†旨号./ヾルスイ音号(1粟準96点),ディジタル信号

記事曇機首巨 定時にタイプライタによる印字,任意時手動スタートによる印字

印字文字数 148,172,209,290文字/行

フ主:PID制御(比例･積分･微分制御)DDC制御(直接計算ヰ簸制御)A/Mステーション(オート/マニュアル切替ステーション)

を用いて統合し,より規模の大きい分

散化システムを構成できる｡

(3)上位機種DSC-23と同一のアーキ

テクチャをもつ中央処理装置(CPU)

ボード,ROM,RAMのメモリボード,

プロセスとの入出力パッケージを一体

として防塵ケースに収納し,コンパク

トな実装ができる｡

(4)簡単にプログラムが作成できる標

準ソフトウェアパッケージを装備し,

生産性,保守性及び拡張性が良い｡

(5)∑シリーズとしてデザイン,操作

性の統一されたAuto/Manual(A/M)

切替ステーションは,従来のアナログ

計器と同じ操作性である｡

(6)CRT(Catbode Ray Tube)を用

いたオペレーターズコンソールにより,

制御の状態を一括監視できる｡

2.主な仕様

主な仕様を表1に示す｡

(日立製作所 計測器事業部)
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■小特集:圧延設備

"HC-MILL''によるホットストリップミルの板クラウン･形状制御

ホットストリップミル極厚板用ペンジュラム形フライングシヤーの
開発

冷間圧延における"HC-MILL”の最近の動向

高応答性油圧圧下"HYROP-F''方式圧延機

最近の鉄鋼圧延制御システム

冷間タンデム圧延機の板厚制御と段付圧延システム

サイリスタモータの圧延主枚への適用

鉄鋼電気システムの最近の動向

■一般論文

ヒストグラム処理によるタービン発電機のラビング検出

ラバータイヤ式トランスファクレーン

日立新形自走運搬車

鉄板コア印刷配線板

分散オフセット方式による直接水冷電力ケーブルの熱伸縮吸収

日 立 Vol.41 No. 9

グ ラ フ 地球観測センター

ル ポ

解 説

家庭コーナー

技術 史の旅

日立ギャラリー

新 製 品紹介

大阪市水質常時監視システム

食品サイロ制御システム

ノヾ-シックマスター

宝暦iた水

拓本二十郎

L｡-Dテープワインダー Lo-Dヘッドイレーサー

Lo-D77 ラジオ

宏
雄
巌
沖
敏
昭
晴

武

正
勝
正

鮎
舶
諾
諾
糾
如

拙
貼
員
〟
〟
〟
〟
事

委委

幹

企画委員

長昌員

″

〃

″

″

″

″

″

″

〃

″

″

″

″

委委

事幹

雄
沖
郎
久

㌘浩

三
上
栗
本

介
福
宏
滋
彦
一
昭
進
雄
之
晴
道

倭
知
敏
佳
啓
寿
敏
惟
正
知

田
橋
丸
岡
山
上
野
田
下
田
木
下

和
高
能
片
庄
村
坂
山
木
藤
倉
竹

日 立評論

発 行 日

発 行 所

編集兼発行人

印 刷 所

定 価

取 次 店

第61巻第8号

昭和54年8月20日印刷 昭和54年8月25日発行

日立評論社 東京都千代田区丸の内1-5-1面100TEL(03)270-2111(代)

倉木正晴

【J立印刷株式全社 如京都イー代田区内神田3-1卜7尋101TEL(03)252-1341(代)

1部400P】(送料別)年間購読料5,300円(送料含む)

株式会社オーム社書店 束京都千代田区神山錦町3-1

唇101TEL(03)233-0641(大代表)振替口座東京6-20018

⑤1979by HitachiHyoronsba PrintedinJapan(禁無断転載)

72




